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ChatGPT o1 pro 
共有する 

 
あなた: 
下記は、ソフトバンク孫正義会長社長が発明者の特許出願５４３件です。この特許を分析し
て、考えられる技術開発動向を分析してください。  
出願番号 名称 要約 請求の範囲 (出願/付与) ・・・・・・・・ 
 
 
 
ロボット制御システム 
2m 39s の間、思考 
 
下記に示すように、孫正義 氏が発明者として出願している一連の特許文献では、いずれも
「ユーザの行動や感情をセンシングし、電子機器（特にロボットなど）を知的に制御して適
切な応対・サービスを提供する」ことを中心テーマとしています。以下では、それら特許群
を概観したうえで、考えられる技術開発動向を整理します。 

 
1. 特許群の全体的な特徴 

1. ユーザ状態や感情の認識 
o ユーザの「行動」「感情状態」「健康状態」「周辺環境」などを多面的にセン

シングし、ロボットや電子機器がリアルタイムで把握する。 
o カメラ・マイク・センサによる行動／表情／声色／体温などの取得・解析を

前提としている。 
2. 電子機器（ロボット）の行動決定 

o ユーザの状態・感情を入力とし、行動決定モデル（文章生成モデルや学習モ
デル、対話 AI など）を用いて、最適な応対や振る舞いを選択する。 

o 「行動しない」という選択肢も含め、複数の行動パターンから適切な行動を
決める。 

3. 感情決定部（Emotion Decision）と行動決定部（Action Decision） 
o ユーザの感情／ロボットの感情を数値（感情値）や種類で判定し、その値の

変化を行動モデルに反映させる。 
o 行動モデルは「対話機能を有する文章生成モデル（対話 AI）」が多用されて

おり、たとえばChatGPT的な大規模言語モデルが念頭にあると推察される。 
4. イベントデータ・履歴データの蓄積と活用 
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o イベント（ユーザの行動や感情変化）を履歴として蓄積し、その履歴をもと
にユーザの好みや行動傾向などを学習。次回以降の行動決定で活用する。 

o 前日の出来事を要約したり、過去履歴を参照して将来の提案を行ったりと、
「ユーザが溜め込んだ情報の再利用」を重視する。 

5. 具体的な応用例の多彩さ 
o 介護や健康管理、妊婦支援、労働問題、SNS アドバイス、外国語学習、楽曲

生成、議事録作成、ミーティング進行支援、美術館の案内、家庭内行動の提
案など、極めて幅広い。 

o ロボットのハードウェア形態として「ぬいぐるみに搭載」「家電や制御対象
機器に有線・無線で接続」「スマホ等を内蔵する形」なども想定されている。 

 
2. 主な技術要素と開発の方向性 
(A) エージェントロボット／電子機器の高度化 

• 高度な感情認識: ユーザの音声・表情・生体信号（体温・心拍数）などを AI で解析
し、リアルタイムに感情を推定する。マルチモーダル AI による高度化が進む。 

• 感情値を利用した動的な行動: ロボット自身の感情値も持ち、ユーザ感情に合わせ
て応対を変化させる（例：ユーザがネガティブなら励ます、ポジティブなら一緒に
盛り上がる）。 

• “ぬいぐるみ形態”の広がり: より親しみやすいロボット（子供向け、介護向け）とし
て、布製・ぬいぐるみタイプへの電子機器実装が想定される。 

(B) 大規模言語モデル（文章生成モデル）の活用拡大 
• 対話機能の中核: LLM（Large Language Model）をロボットが内蔵／外部クラウド

連携することで、自然な会話や提案を行う。 
• 履歴データ・学習データの活用: 過去の対話履歴やユーザ行動履歴を文章生成モデ

ルにフィードバックし、ユーザごとのパーソナライズを深める。 
• 行動決定モデルとの組み合わせ: 文章生成の結果だけでなく、ロボットの物理動作・

ジェスチャー・表情表現なども統合的に制御する。 
(C) マルチセンサ連動・家電連携 

• 家電／設備との連動: エアコン・照明・ドア・インターフォン・マッサージチェア・
車両（バイク・車）などの制御を行い、ユーザの感情や行動に合わせて動作を変え
る。 

• 「幸福度」「健康度」のモニタリング: スマートホーム全体のセンサから取得した情
報（室温、心拍、運動量など）を用いて、ユーザの健康状態や幸福度を推定し、最
適な提案を行う。 

(D) 広範なドメインへの応用 
• 介護・育児・妊婦支援: 高齢者や妊婦、あるいは子供を持つ家庭での見守り・助言・
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リマインド機能。 
• 学習サポート／外国語学習: ユーザの進捗や理解度・感情を把握して、学習教材や

難易度を動的に最適化する。 
• 心理的ケア・メンタルヘルス: ユーザのストレス状況や感情推移を解析し、励まし

やカウンセリング的な対話を行う。 
• 遊び・娯楽（ゲーム／音楽）: トランプなどのカードゲームの強さ調整、楽曲生成や

音楽の好みを反映した提案・出題など。 
• 生活管理・習慣づくり支援: 家庭内スケジュールや日常行動を管理してリマインド

や提案を行う。 
• 議事録作成・ミーティング支援: 音声認識と文章生成モデルを組み合わせて、会議

中の要約やタスク管理を行う。 
• 防犯・防災支援: 家の監視やインターフォン、留守番時の見守り行動など。 

(E) ユーザ指向のサービスモデル 
• ユーザ好みの学習: 大規模言語モデルによりユーザの好み・属性・健康状態・メンタ

ル状態を学習し、応対品質を個人ごとに最適化。 
• 複数のユーザ（家族・友人）をまたいだ協調: 家族全員の状態・感情を集約して、そ

れぞれに合った提案を行う（調停・複数参加型の対話など）。 
• ロボットとユーザの関係性向上: ロボット自身の“感情”を設定（擬似感情）し、ユー

ザとの共感・一体感を演出する。 
 

3. 予想される今後の技術開発の方向 
1. ロボット×大規模言語モデルの高機能化 

o ChatGPT や類似の大規模言語モデルが高度に組み込まれ、ユーザごとの対
話履歴、リアルタイムセンシング情報を活かして、より自然かつ個人適応な
会話・行動提案が行われる。 

2. マルチモーダル解析（表情・音声・生体信号）の進化 
o スマホ・ウェアラブル・家庭内センサ・ロボットのカメラやマイクなど、複

数ソースからの情報を統合した感情推定精度の向上が図られる。 
o ユーザの健康・感情・行動を総合的に理解し、適切な助言や警告、日常サポ

ートを行う。 
3. ユーザ情報の履歴データ学習とパーソナライゼーション 

o 「ユーザの好み」「家族構成」「既往症や体調変化」「学習進度」「趣味・娯楽
の傾向」などを長期的に学習し、動的にフィードバックするシステムが進む。 

o 提供するサービスも、ユーザの成長度合いや健康状態に合わせて変化（進化）
していく。 

4. 多様な生活シーンへの浸透 
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o 介護・妊娠・育児・健康管理などヘルスケア領域、SNS 利用支援や防犯など
暮らしの安全領域、教育・外国語学習や楽曲生成などの娯楽学習領域などに
おいて、実用的かつ多機能なロボットを目指す。 

o 家電連携（エアコン、ドア開閉、インターフォン、マッサージチェア、ベッ
ド、照明、車の運転サポートなど）で実生活の幅広い場面に入り込む。 

5. ロボットの人格・感情演出技術 
o 単なる音声出力や行動制御でなく、ユーザと“寄り添う”ロボットとして、キ

ャラクタ感を出す技術（ぬいぐるみ形状、擬似感情の数値制御、ジェスチャ
ー演出など）を深化。 

o 学習進度に合わせて語彙や声のトーンが変化したり、感情値が上がるとロボ
ットの表面温度が変わるなど、“ロボット自身が成長する”演出も含まれる。 

6. セキュリティ・プライバシーの確保 
o ユーザのプライバシーに深く立ち入るセンシング（マイク、カメラ、バイタ

ルサイン等）ゆえ、データ管理・セキュリティ・同意管理が不可欠。 
o LLM への対話ログ流出防止、オンデバイス実行など、セキュリティ強化が

求められる。 
 

4. まとめ 
一連の特許群が示す方向性としては、「対話ロボット（ないしは対話 AI 搭載電子機器）を中
心に、ユーザの行動と感情を多角的に把握して、それに合わせたサービス・提案・学習支援・
健康管理・家電連携などを実現する」点が共通しています。 

• 今後は、大規模言語モデルやマルチモーダル感情推定を組み合わせることで、ユー
ザへ高度にパーソナライズされた体験を提供するサービスがさらに進化する見込み
です。 

• また、ロボット（特にぬいぐるみ型など）による“ヒューマノイドではない親しみや
すい形”での普及を念頭に、家庭向けの見守り・介護支援や子供の学習支援、リハビ
リ・健康管理など、多くのシーンで応用される可能性が高いと考えられます。 

• 家電制御や車両制御、防犯など多様な機器・環境との連携により、日常生活のあり
とあらゆる場面で“ユーザの状況に合わせて最適な振る舞い・提案をする”ことを目
指す開発動向がうかがえます。 

結果として、「ユーザの感情センシングと大規模対話 AI による高度な行動決定」を軸とす
るロボット／電子機器の開発が、幅広い日常シーン・社会インフラへ展開されていく技術潮
流が想定されます。 
o1-pro 
 
 


